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◎ひらがな・カタカナの練習 都道府県・県庁所在地を書いて覚える。 

都道府県・県庁所在地を用い､見本どおりにする。(Ａ4 横 3 ﾍﾟｰｼﾞ) 

ひらがな→ひらがな カタカナ→カタカナを書き正しく覚える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 応用教材 

 

◎ひらがな・カタカナの文字変換する (Ａ4 横 3 ﾍﾟｰｼﾞ) 

◎ひらがな・カタカナの文字を変換する(Ａ4 横 3 ﾍﾟｰｼﾞ) 

 

 

 １  カ タ カ ナ で フ リ ガ ナ を 書 く          

平 成  年  月  日  名 前       。  

 下 線 部 分 を カ タ カ ナ で フ リ ガ ナ を 書 く  

(    )、 (     )ﾄ (      ) (   ) (      ）  

私 は 、       理  想  と   現    実    を    考  る    

  

ガ（     ）。（        )（     ）ヤ（          ）、

が   決 ま り 。      校 庭 で は      桜   や   つ つ じ  が 咲 き , 

 

(        ) ト  (       ) ノ （           ）  

春 の 日 に な る    と   訓   練   生   の   就    職   先   

 

（            ） ノ （           )、  

コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア の   店    頭   で は 、  

 

 

（       ） ノ （      ） ヤ （        ） ガ  

ぱ っ く 詰      の   菜 の 花     や    な め た け  

 

（      ） (     )。  

並 ん で       い ま す 。  

  

（       ） ノ （       ） ( )（      ） ！ ！  

ま ぼ ろ し     の  う し と ら    を    見 た ！ ！  

① 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

に 使
つか

われる暮
く

らしの用 語
よ う ご

 ひらがなの練 習   

（A)都 道 府 県 名 と都 道 府 県 庁 所 在 地  ひらがな → ひらがな  

 都 道 府 県 名  ひらがなの練 習 県 庁 所 在 地 ひらがなの練 習  都 道 府 県 名  

見 本  わかやまけん わかやまけん わかやまし わかやまし 16 きょうとふ 

1 あいちけん  なごやし  17 くまもとけん 

2 あおもりけん  あおもりし  18 ぐんまけん 

3 あきたけん  あきたし  19 こうちけん 

4 いしかわけん  かなざわし  20 さいたまけん 

Ⅰ 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

に 使
つか

われる暮
く

らしの用 語
よ う ご

 カタカナの練 習   

（A)都 道 府 県
と ど う ふ け ん

名
めい

と都 道 府 県 庁 所 在 地    カタカナ → カタカナ 

 都 道 府 県 名  カタカナの練 習  都 道 府 県 名 カタカナの練 習  都 道 府 県 名  

見本 ワカヤマケン ワカヤマケン ワカヤマシ ワカヤマシ 16 キョウトフ 

1 アイチケン  ナゴヤシ  17 クマモトケン

2 アオモリケン  アオモリシ  18 グンマケン 

3 アキタケン  アキタシ  19 コウチケン 

4 イシカワケン  カナザワシ  20 サイタマケン
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Ⅲ 実践教材 (漢字に関連) (Ａ4 横 6 ﾍﾟｰｼﾞ) 

①  漢字を「ひらがな・カタカナ」でふりがなをふると県名や県庁所在

地を覚え、見本どおりに作業をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県・県庁所在地の漢字を用い、漢字読みをカタカナを使う 

 

Ⅰ 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

に 使
つか

われる暮
く

らしの用 語
よ う ご

 ひらがな変 換 の練 習   

（A)都 道 府 県
と ど う ふ け ん

名
めい

と都 道 府 県 庁 所 在 地    カタカナ → ひらがな 

 都 道 府 県 名  変 換 の練 習  県 庁 所 在 地 変 換 の練 習   都 道 府 県 名  

見本ワカヤマケン わかやまけん ワカヤマシ わかやまし 16 キョウトフ 

1 アイチケン  ナゴヤシ  17 クマモトケン 

2 アオモリケン  アオモリシ  18 グンマケン 

3 アキタケン  アキタシ  19 コウチケン 

4 イシカワケン  カナザワシ  20 サイタマケン 

 カタカナ変 換 の練 習   

（A)都 道 府 県 名 と都 道 府 県 庁 所 在 地  ひらがな → カタカナ  

 都 道 府 県 名  変 換 の練 習  県 庁 所 在 地 変 換 の練 習   都 道 府 県 名  

見 本  わかやまけん ワカヤマケン わかやまし ワカヤマシ 16 きょうとふ 

1 あいちけん  なごやし  17 くまもとけん 

2 あおもりけん  あおもりし  18 ぐんまけん 

3 あきたけん  あきたし  19 こうちけん 

4 いしかわけん  かなざわし  20 さいたまけん 

１  日 常 生 活 に使 われる暮 らしの用 語  漢 字 の読 み  

（A)都 道 府 県 名 と県 庁 所 在 地   ひらがな   

 都 道 府 県 名  ふ り が な 県 庁 所 在 地 ふ り が な  都 道 府 県 名  

見 本  和 歌 山 県  わかやまけん 和 歌 山 市  わかやまし 16 京 都 府  

1 愛 知 県   名 古 屋 市   17 熊 本 県  

2 青 森 県   青 森 市   18 群 馬 県  

3 秋 田 県   秋 田 市   19 高 知 県  

4 石 川 県   金 沢 市   20 埼 玉 県  
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②  原因対策 

ひらがな文章をあらゆる方法(辞書・携帯電話)を用いて漢字変換

する。漢字に対する意識付けをする。(Ａ4 縦 1 ﾍﾟｰｼﾞ) 

げんいんたいさく わるかったてん あらいくん  はんばいぶつりゅうへん  げ

つようび の  はんばいぶつりゅうじゅぎょう で とびうおいっぴき の ぱっかーさ

ぎょう  で  じかん  を  かけて  ていねい  に  さぎょう  を  しても  ひかり  の  

はんしゃで しわ が  たくさん め  に はいって きました。 しわなく はること 

が できなかったこと。 

した に たいさく を かんがえて かく  

③世界の国名と首都名について (Ａ4 横 3 ﾍﾟｰｼﾞ) 

◎世界の国名と首都名についてはカタカナの学習教材と考え、国連

加盟 190 ｹ国から 70 ヶ国に絞る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  日 常 生 活 に使 われる暮 らしの用 語    

（A)都 道 府 県 名 と県 庁 所 在 地  カタカナ    

 都 道 府 県 名  カタカナで書 く 県 庁 所 在 地 カタカナで書 く  都 道 府 県 名  

見 本  和 歌 山 県  ワカヤマケン 和 歌 山 市  ワカヤマシ 16 京 都 府  

1 愛 知 県   名 古 屋 市   17 熊 本 県  

2 青 森 県   青 森 市   18 群 馬 県  

3 秋 田 県   秋 田 市   19 高 知 県  

4 石 川 県   金 沢 市   20 埼 玉 県  

世 界 の国 と首 都 （通 称 ）    

1 カタカナの書 きかた練 習 （国 名 ・首 都 名 を見 本 を見 て書 き・覚 える）   

 国  名  コクメイ ヲ カク 首  都  シュトメイ ヲ カク  国  名  

1 アフガニスタン  カブール  26 ジャマイカ 

2 アメリカ  ワシントン  27 シンガポール 

3 アラブ  アブダビ  28 スイス 

4 アルゼンチン  ブエノスアイレス  29 スウェーデン 

5 イギリス  ロンドン  30 スリランカ 
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Ⅳ 発展教材(6 ページ) 

都道府県・県庁所在地の漢字・ひらがな・カタカナを用いる。 

・漢字の読み取り 都道府県･県庁所在地名の漢字をひらがなで書く。 

・漢字の書き取り 都道府県･県庁所在地名のひらがなを漢字で書く。 

世界の国名と首都名をひらがなからカタカナに変換する。 

元来の外国名をカタカナで書く。カタカナ変換のほうが学習効果が

大きい。 

例)あめりか→アメリカ、いぎりす→イギリス 

 

Ⅴ 参考教材(基本資料) 

①  都道府県名 

日常使われる暮らしの用語 

②  都道府県名(基礎資料) 

日常使われる暮らしの用語 

③  世界の国と首都 

 

【今回の教材で学習できる事柄】 

（１）環境設定 

訓練生は「6 分間なら集中できる」短期集中 

（２）出題方法について 

トレーニングシートはリピート方式 継続力  

（３）常識（一般用語） 

都道府県・県庁所在地の漢字・ひらがな・カタカナ。 

就労時に有効に役立つ。(産地表示など) 

（４）漢字の日常性 

原因対策授業(辞書や携帯電話などで調べる)など漢字の日常性

を持たせる。 

（５）世界の国名と首都名(カタカナ) 

認知・記憶（一般用語） 

 

Ⅵ 考察 

テストプリントの結果 

計算したように実に判断がつきにくい( いりこのだし・こてこて  

ツツジ ナメタケ   )間違いやすく・読みにくい文字を平然と書い

て手渡しくれました。 
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１ 指導性   

間違いやすいひらがな・カタカナにおいて、長い間、個性豊

かな文字を書いていた訓練生に対し短文中の注意すべき 42 文字

を特に気を付けて書くように指導する 

２ 信頼関係 

間違いやすいひらがな・カタカナにおいて、養護学校の若手

教諭との会話から、間違いやすいひらがな・カタカナは 42 文字

あることが鮮明に理解できる。文字学習について目標が定まり

教えやすく、生徒に対して「きれいに丁寧に書け」と言うより、

具体的な文字指導ができ、生徒との信頼関係が生まれたと聞く。 

３ 質・量・時間・能力(知的障害) 

 間違いやすいひらがな・カタカナにおいてまとめてみた。 

①  質・・・2 回目以降の実施は具体的に間違いやすい文字を指 

   導する 

②  量・・・集中して作業を行う限界は 80～100 文字数(Ａ4 版) 

③  時間・・・作業時間 5 分 

④  能力(知的障害)・・・記憶作業が苦手な事から出題はリピー 

ト方式の採用 

 

いりことは | いりこ百科事典 |より いりこの贈り物 

いりことは＝炒り子・熬り子. 西日本を 中心とした地域におけ

る鰯煮干しの呼び名。 カタクチイワシの  煮干しのことを 

「いりこ」と 呼びます。魚体の大きさに応じて区分されていて

それぞれ呼び名があります 

つゆ ＜汁・液＞ モバイル国語事典 より  

吸い物。すましじる。  煮出し汁に味を付けたもの付け汁「天

つゆ・うどんつゆ・そばつゆ」 

間違いやすいひらがなカタカナ 42 文字 

   左右が離れた文字例)    に｢し｣と｢こ｣・ほ｢し｣と｢ま｣・ 

は｢し｣と｢よ｣・た「て」と｢こ」 

 

不明瞭な文字例)     「い・り」 た｢て･こ｣・た「な」 

お｢あ･す｣・つ｢ち･ら｣「ひとて」 

に「しとて」 な｢た｣ な｢て・よ｣

「と・を」 24 文字 
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形がよく似ている文字例) 「コとユ･ウとラ･メとナ･ソとン･ 

シとツ・ミとシ･アとマ･ワとク･ 

クとケ･サとク･ラとヲ」18 文字 

 

出題方法のリピート方式について  

問題①～⑩のスタートを回数ごとに前に送る 

設問 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ある 

1 回目①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

2 回目④⑤⑥⑦⑧⑨⑩①②③ 

3 回目⑦⑧⑨⑩①②③④⑤⑥ 

リピート方式の採用について 

    同じ問題を何回も行う場合 設問①からを何回も行った場合 

設問①を覚えてしまい集中継続を欠きます 

集中継続や学習効果を上げる目的でリピート方式を行う 

 

６ 教材活用の効果(成果) 

・訓練生の文面について 80%以上はひらがな・カタカナであり、中に

は本人の住所をひらがなで書く訓練生も存在する。訓練生にとってひ

らがな・カタカナは意思伝達の大切な手段である。 

・ひらがな・カタカナを正確に書くことの重要性を考える。 

・ひらがな・カタカナの基礎を教材を通じて文字診断をする。  

 

【ドクター方式(文字診断)】 

  6 年間の経過観察(訓練生の文字ついて) 

・症 状     個性豊かな文字で読みずらい 

 

 

・投 薬     間違いやすいひらがな 3 通 

    ・点 滴     間違いやすいカタカナ 3 通 

 

 

 

・リハビリ処方  国内県名・県庁名   3 通 

         外国名         3 通 

 

 

 

・今後展開    漢字関係        2 通 

 

長 年 書 き 慣 れ た 読 み ず ら い 文

字で、かなりの重症である。  

間違いやすい ひらがな  

カタカナ 42 文字を中心に学習

する。  

一般常識用語を利用し、ひらが

な カ タ カ ナ の 正 し い 文 字 を 学

習し書いて覚える。 (文字書き

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ) 

一 般 常 識 用 語 で あ る 国 内 県 名

ほ か 原 因 対 策 な ど を 漢 字 へ の

意識付けをする。  
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【専門校修了後の訓練生の声】 

・平成 18 年度生 ＵＵ君 

僕は養護学校の時からモノを作ることが大好きでした。専門校に

来てから鉛筆で字を書くことが多く、毎日の訓練日誌や住所・名前

を何回も書きました。書く習慣がつきました。 

・平成 20 年度生 ＳＴさん 

私は口と手を動かすことが得意であることをアピールポイントと

して就職しました。毎日、仕事や数量を書くことがあります。一日

のまとめや原因対策を書いたことが、書く習慣になりよかったです。 

・平成 20 年度生 ＳＴ君 

僕は給食センターで食器の洗浄作業をしています。午前と午後の

作業内容を僕の汚い字で少しだけ書いています。専門校で県名など

書いたことを覚えており、書く習慣が付いていました。 

 

【その他】 

・北陸のある学園で日本語学科において留学生に対してこの教材を使

っています。 

・友人(教諭)が小学校(１年生)で間違いやすいひらがな・カタカナを

使っています。 

・大阪の支援学校（高等部）の生徒に対して使っています。 

・私は障害者訓練用に製作しましたが間違いやすいひらがな・カタカ

ナの教材として健常者の方から問い合わせがあります。 

・ 自宅付近のアメリカの方が日本語訳･日本語通訳・日本語を教えて

おられ、意外とひらがな・カタカナは少しの変化でほかの文字に読

み間違えやすいなどの話を聞きました。 

・ 知的障害者訓練生用に開発しましたが、結果的には小学校低学年の

学力・理解力に相当する物に感じました。 

 

７ 受賞作品の利用方法(受賞者へのコンタクト方法等) 

間違いやすいひらがな・カタカナの教材の実践テストプリントの紹

介は１／２ページや１／８ページです。 

Ａ４版フルページで総計４０ページになります。テストプリントに

ついてのお問い合わせ・ご質問は下記までお願い致します。 

 

 奈良県立高等技術専門校 販売実務科  脇 長泰  

TEL:0745-44-0565 

FAX:0745-44-1057 

E-mail:Cgdqp585@yahoo.co.jp 

ＤＶＤ動画教材「塗装（金属塗装作業）技能検定２級実技試験解説」 

 

１ 作成者 

  槇 明宏（北海道立室蘭高等技術専門学院） 

  櫻井 義勝（北海道立旭川高等技術専門学院） 

 

２ 受賞の所感 

この度は中央職業能力開発協会会長賞を 

いただきまして大変光栄に思います。 

今後もこの賞を励みにして微力ながら塗装技術 

人材養成のために尽くしていきたいと思います。 

今回の取り組みは、いかにして技能をわかりや 

すく映像化した教材を開発できるかに挑戦させ 

ていただき、今までの経験や知識を４５分間に 

まとめました。 

教材を開発する機会を与えていただいた北海道 

職業能力開発技法研究会の川原宏昭座長、 

大澤陽介委員、藤田勝久委員、ナレーション担当 

米谷祥江さんには教材を制作するためにご指導、ご協力をいただいたことに心

から感謝いたします。 

この教材が塗装技能の伝承となり金属塗装技能検定２級実技試験合格への道し

るべとなることを願っています。 

 

３ 教材作成の目的 

      若年者のものづくり離れが進む中、塗装業界においても優れた技術者、

技能者の不足や後継者の不足が大きな問題となっております。「ものづくりを

担う人材養成のための教材作成」をテーマとし、その中で金属を塗装する業界

は幅広く、車体塗装、工業製品塗装、建築物塗装など、熟練技能が必要とされ

る金属塗装の仕事を知り、卓越した技能を学ぶことで、ものづくりに対する意

識の向上を図り、若年者の技能離れを食い止め、技術の基礎となる技能を伝承

していきたいと考えました。 

また、技能習得の目標を付与するため、金属塗装技能検定２級実技試験の合格

を目指す教材の開発に取り組み、塗装を学ぶ職業訓練施設のみならず幅広く企

業などでも活用できる教材として受検者への教育、技能向上を高めることを目

的としています。 
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ＤＶＤ動画教材「塗装（金属塗装作業）技能検定２級実技試験解説」 

 

１ 作成者 

  槇 明宏（北海道立室蘭高等技術専門学院） 

  櫻井 義勝（北海道立旭川高等技術専門学院） 

 

２ 受賞の所感 

この度は中央職業能力開発協会会長賞を 

いただきまして大変光栄に思います。 

今後もこの賞を励みにして微力ながら塗装技術 

人材養成のために尽くしていきたいと思います。 

今回の取り組みは、いかにして技能をわかりや 

すく映像化した教材を開発できるかに挑戦させ 

ていただき、今までの経験や知識を４５分間に 

まとめました。 

教材を開発する機会を与えていただいた北海道 

職業能力開発技法研究会の川原宏昭座長、 

大澤陽介委員、藤田勝久委員、ナレーション担当 

米谷祥江さんには教材を制作するためにご指導、ご協力をいただいたことに心

から感謝いたします。 

この教材が塗装技能の伝承となり金属塗装技能検定２級実技試験合格への道し

るべとなることを願っています。 

 

３ 教材作成の目的 

      若年者のものづくり離れが進む中、塗装業界においても優れた技術者、

技能者の不足や後継者の不足が大きな問題となっております。「ものづくりを

担う人材養成のための教材作成」をテーマとし、その中で金属を塗装する業界

は幅広く、車体塗装、工業製品塗装、建築物塗装など、熟練技能が必要とされ

る金属塗装の仕事を知り、卓越した技能を学ぶことで、ものづくりに対する意

識の向上を図り、若年者の技能離れを食い止め、技術の基礎となる技能を伝承

していきたいと考えました。 

また、技能習得の目標を付与するため、金属塗装技能検定２級実技試験の合格

を目指す教材の開発に取り組み、塗装を学ぶ職業訓練施設のみならず幅広く企

業などでも活用できる教材として受検者への教育、技能向上を高めることを目

的としています。 
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４ 教材の概要 

  この教材はＤＶＤ動画教材４５分間（容量３．０８ＧＢ）の「金属塗装技

能検定２級実技試験への挑戦」として、技能検定２級塗装（金属塗装作業）実

技試験の実施要領に基づき、試験前の準備から実際の試験時間４時間の仕様及

び工程に沿って作業を解説しています。工程ごとに作業方法を動画でわかりや

すく示すとともに作業のポイントや作業時間の目安をテロップで示しながら、

的確なナレーションで解説することで作業に対する理解を深めることができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金属塗装用塗料メーカー主催の講習会等が開催されていますが塗装の基礎技

能を習得した人向けの内容が多く、一から学ぶ教材は少ないと思われます。ま

た、金属塗装の技能検定では日常の作業で使用する塗料との違いや工程、ノウ

ハウを必要としており、はじめて受験する受験者には作業の要領や時間配分な

どにとまどう姿が見受けられます。「目で見る説明ツール」として「簡単に作業

の流れがわかる映像＋工程別の映像」という構成で、全チャプターの再生ボタ

ンと各工程別に１３チャプターのチャプターボタンを設定しています。作業の

過程がわかるようにカメラ２台を使い、全体の動きと手元の動きがわかるよう

に撮影し、２画面の構成で表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトル画面 作業時間の目安テロップ 

再生・チャプターボタン ２画面の構成 
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５ 教材の内容 

チャプター１ 導入 （１分３０秒） 

技能検定は働く人たちの技能や知識を一定の基準によって検定し、これを公証

する国家検定制度です。金属塗装作業の技能検定は鋼板製の筒の外面に下塗り、

パテ付けを行い見本板に基づいて調色した塗料を被塗装物に吹き付け、仕上げ

をする技能が求められます。塗装作業は一見、単純そうに見えますが作業ごと

の準備や工程ごとの時間配分、塗装面の乾燥具合や塗料の調合色あわせなど作

業ごとに的確な判断力が求められます。この教材では４時間の試験時間を有効

に使い合格するための技能を工程ごとに説明していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャプター２ 試験前の準備 （１分５０秒） 

塗装作業実技試験問題が手元に届けられたら、問題の注意事項、試験時間、仕

様をよく読みます。実技試験の内容は鋼板で製作した角筒の外面に、下塗り及

びパテ付けを行い、色見本板に基づいて調色したものを被塗装物に吹き付け塗

り仕上げをします。仕様書は作業するに当たって、その塗装作業に必要な塗料

をはじめ、塗装工程、使用される工具、補助材料、注意事項、仕上がりなどを

文書や図面などで表わしたものです。どんな作業をどんな材料や工具で実施す

るかが示されています。何が書かれているかを自分が完全に納得できるまで、

何度でも読み返し、実際の作業を頭の中に写し出しておかなければなりません。

特に注意したいことは、安全作業、整理整頓、仕様の誤りです。工程表を確認

しながら作業を進めてください。 

 

 

チャプター３ ①脱脂 （１分００秒） 

検定試験ではラッカーシンナーで脱脂することになっています。油や汚れを除

去します。ラッカーシンナーを清潔なウエスに染みこませ塗装面を拭き、浮き

上がった油や汚れを別の清潔なウエスで拭き取ります。この作業を２～３回繰

り返し、ハジキを防ぎ、付着性を向上させる極めて重要な作業です。 

チャプター1 導入 チャプター２ 試験前の準備 
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チャプター４ ②素地調整 （１分５０秒） 

研磨布Ｐ１００を使用して、溶接部と周辺のバリ取り及び表面のさび落とし。 

バリ取りはさび落としと一緒におこないます。バリとは、金属鋼板の加工時に

溶接や切断を行なった箇所に発生する金属の出っ張りです。このバリが残って

いると、パテ付けの時にヘラを破損したり、下地の平滑面が得られなくなった

り、指先に切り傷をしたりして、作業のうえでも問題になります。作業に当た

っては鋼板の角と表面を十分に研いでください。このとき、角に平行に研削す

るだけではなく、角に斜めにかけるようにしてください。 

 

 

チャプター５ ③下塗り （４分２０秒） 

ラッカープライマーを使用して表面の吹き付け塗り１回。 

吹き付けする際は被塗装物の長手方向を縦にして作業します。 

ラッカープライマーは、試験場に準備されています。スプレーガンも上塗り用

以外は、試験場に設備されているので、所定の場所に自分の塗る被塗装物を持

って行って塗装します。一般的には、塗料を自分の塗装しやすい状態に調合し

ますが試験場で準備してあるものを使用します。ゆず肌やタレなどが発生しや

すいので注意して吹き付けします。 

エアスプレーガンの調整 

・空気調節バルブを全開にし、引き金を引きながらエアトランスホーマーの空

気圧力を 0.2～0.25MPa に調整します。   

・塗料調節バルブは、一度、全閉にしてから３回転程度戻します。 

・スプレーパターンには横吹き、縦吹きがありますが指定はありません。自分

の得意な方向で吹き付ければ良いと思います。パターン幅は全開にするよりも、

やや狭いほうが良いです。 

・スプレーガンと被塗装物との距離は、ノズルの先端から 15～20cm 程度です。 

・塗布量は、流れが生じない量にしてください。ただし、流れるのを恐れてド 

ライスプレーになり、ざらついた状態はよくありません。運行速度は 40cm/秒 

程度です。 

チャプター３ ①脱脂 チャプター４ ②素地調整 
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・塗り重ねは、1/2 塗り重ねます。 

吹き付け手順は１回目捨て塗り、２回目色決め、３回目仕上げです。 

吹き付けが終わり一度自分の席に着いてから塗り残しがあるからといって、再

度拾い吹きをするということは禁じられています。完全な塗膜ができるまで、

よく確認する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャプター６ ④パテ付け （４分４０秒） 

ラッカーパテを使用して溶接してあるＡ面･Ｃ面の全面をパテ付け。 

室温により自然乾燥。パテ付けする場合には、マスキングを使用しないこと。 

ラッカーパテは、速乾性ですから塗り付け、仕上げを同時に行なうことになり

ます。パテ付けの際に養生が禁止されているため必要量を予測して付けること

が大切です。パテ付けでは、まず塗料の粘ちゅう度が問題になりますが、ラッ

カーパテに対して約 5～10％のラッカーシンナ－を加えて定盤の上でよく練り、

ヘラにパテを取り、塗面に平均に薄く塗布します。１回に厚付けするとパテの

表面だけが乾燥して中が乾かない「うんだ状態」になってしまいます。下地を

つけるというよりも、少し厚目にしごくようにします。ラッカーパテは何回つ

けなければならないという指定はありませんので、一定の塗膜ができるまでし

ごき付けを行ないます。技能検定のパテ付けは鋼板のスポット溶接による鋼板

接合部、およびスポット溶接時に生じるへこみに行ないます。全体に下地付け

をする前に、それらの部分に拾いパテを１～２回します。その後、全体に数回

付けるようにします。パテ付けの欠陥として「ヘラまくら」「ヘラ境」「ヘラ足」

がないようにします。乾燥時間待ちには、調色をするように作業台を整理しな

がら交互に作業を進めます。 

 

 

 

チャプター７ ⑤-１とぎＰ２４０・養生 （７分００秒） 

耐水研磨紙Ｐ２４０を使用してパテの水とぎ。 

当てゴムの大きさは、耐水研摩紙の８つ切りまたは６つ切り程度です。 

チャプター５ ③下塗り チャプター６ ④パテ付け 
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研ぐときの注意は鉄面を出さないように水研ぎます。縦または横にー方の方向

だけに研ぐと平滑性がなくなったり、研ぎ能率の低下を生じたりします。仕上

げに指先を平らにそろえて静かに角やへこみ部分の拾い研ぎをします。  

⑤-２養生 

工程表には示されていないものに、乾燥と養生があります。 

乾燥と養生は作業工程では重要なポイントになっています。塗膜の乾燥が不十

分であれば必ずと言ってよいほど悪影響をあたえます。下塗り塗膜が未乾燥だ

と塗膜にマスキングの跡が残り、傷になってしまうので注意してください。 

養生作業は立てた状態でおこなった方が良いでしょう。完全に乾燥しないとパ

テ面にキズやへこみが生じやすので注意が必要です。あらかじめ指定された寸

法に従ってマスキングテープと養生紙によって養生してください。寸法の誤差

や曲がりなどもなく正確に養生を行います。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

チャプター８ ⑥中塗り （２分３５秒） 

ラッカーサーフェーサーを使用して吹き付け塗り１回。 

中塗りの吹き付け塗りは③の下塗りと同様に試験場で準備してある塗料です。 

吹き付け圧力、吹き付け距離、噴出量、パターン、運行速度などを調節してく

ださい。吹き付け塗り手順は１回目捨て塗り、２回目色決め、３回目仕上げで

す。 

次の工程で素地が研ぎ出ないように角は平面より厚目に塗装します。 

③の下塗りと同様に吹き付けが終わり一度、自分の席に着いてから塗り残しが

あるからといって再度拾い吹きをするということは禁じられていますのでよく

確認する必要があります。養生は下の塗膜が完全に乾燥していませんので、で

きるだけ速く注意深く塗膜を切るように取り除くことが大切です。中塗りした

後のひろいパテは禁止されています。 

 

 

チャプター９ ⑦-1 調色・調合 （５分３５秒） 

基本になるのは白で、次に黄色は他の色と比較して量的には多くなる傾向があ

ります。この中で量的には赤と黒の発色性が良く、その発色性を十分に考えな

チャプター７ ⑤とぎ(P240)・養生 チャプター８ ⑥中塗り 
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がら混入することが大切な条件になります。しかも塗料のときよりも、乾燥し

た塗膜のときのほうが赤と黒が強くなるので、ほぼ色が合ったときに試し塗り

をして乾燥した塗膜でもう一度、色を確認してください。調色はかなり難しい

作業なので善し悪しの差がはっきりと現われてしまいます。 

⑦-2 調合 

希釈率は、容量比で、調色済みラッカーエナメル６に対してラッカーシンナー

４を目安に希釈してよく撹拌し、吹き付けに適した粘度１４秒～１６秒程度に

調合してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャプター１０ ⑧とぎＰ４００・養生 （６分２５秒） 

耐水研磨紙Ｐ４００を使用して水とぎ。中塗り研ぎは下地面が出ないことが大

切です。 

中塗りは上塗りの平滑な面と上塗りの吸収をそろえるためのものです。 

下地の凹凸をなくすためのものではありませんので研ぎ出しに注意してくださ

い。 

 

 

チャプター１１ ⑨上塗り１回目・養生 （２分４５秒） 

ラッカーエナメルを使用して吹き付け。室温により自然乾燥。だだし、ラッカ

ーエナメルで１回目を吹き付け塗りした後、中とぎをすることは受検者の自由

とします。 

塗布量が多いと流れを生じ、塗布量が少ないときは艶が出ないので注意しなけ

ればなりません。技能検定の実技試験は、夏季に行なわれますので気温、通風

など、湿度にも影響することを忘れないようにしましょう。 

一般的には圧力 0.2～0.25MPa、距離 15～20cm、 運行速度 40cm/秒、噴出量は

全開、パターン 1/2 重ねですが、この条件もスプレーガンのメーカー、型式、

口径などによって異なってきます。この諸条件を考えて最も良い塗装を行なっ

てください。 

吹き付け手順は１回目捨て塗り、２回目色決め、３回目仕上げです。 

チャプター９ ⑦調色・調合 チャプター１０ ⑧とぎＰ４００・養生
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湿度の高い場合には白化現象を生じますので、検定員の指示に従いリターダシ

ンナーを 10％以下で混入してください。ただし、乾燥が遅くなります。 

吹き付け塗装終了後、マスキングは指触乾燥の早い時期に取り去るようにしま

す。塗膜が乾燥しすぎると塗膜がはがれたり、マスキングテープの粘着剤が前

に塗った塗膜にマスキングテープの跡がくっきりと残ったり悪影響をあたえた

りします。マスキングテープを除去する時には塗膜を引っ張るのではなく、切

るような角度で剥がします。 

ここまでの作業を午前の工程として終了させます。 

昼の休憩時間は塗料の乾燥時間に利用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャプター１２ ⑩上塗り２回目 （２分４５秒） 

１回目の上塗りをして、その上に養生をしますが、この時、乾燥が不十分だと

マスキングテープの粘着剤が塗膜の溶剤蒸発を妨げてしまい、軟化を生じ、マ

スキングテープの跡を残しますので乾燥時間は１時間以上取ることが必要です。 

上塗り２回目は塗り肌、流れなどに気をつけて吹き付けてください。吹き付け

圧力や、その他の吹き付け方法は⑨上塗り１回目と同様です。被塗装物は縦型

で吹き付けますので、塗面が最も観察しやすい光と明るさを取りながら、上部

から塗装します。吹き付け塗装終了後、マスキングは指触乾燥の早い時期に取

り去るようにします。 

マスキングは作品の提出時に全部はがしてください。 

標準時間４時間を超えて作業を行った場合は超過時間に応じて減点されます。 

後片づけも含む作業が終了したら、検定員に申し出て終了となります。 

打ち切り時間４時間３０分を超えると失格になりますので注意してください。 

 

 

 

                          

チャプター１１ ⑨上塗り１回目 チャプター１２ ⑩上塗り２回目
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チャプター１３ ダイジェスト （３分１５秒） 

ダイジェストで作業を振り返りましょう。 

金属塗装は単に製品に色を塗るだけではな 

く製品表面の腐食、劣化から保護し製品の 

色彩や光沢、手触り、模様などデザイン的 

にも製品の価値を高める役割を果たしてい 

ます。現在の工業塗装技術は高度な専門技 

術として生活のあらゆる分野で欠かせない 

ものとなっています。技能の裏付けとなる 

金属塗装技能検定２級実技試験。この教材 

があなたの合格の道しるべとなることを願 

っています。 

 

６ 教材活用の効果（成果） 

今回、作成したＤＶＤ教材は、概要でも述べたとおり主要な工程を１３のチ

ャプターに分けてどの場面からでも選択して見ることができる為、能力開発訓

練や講習会での利用はもとより、個人での練習においても必要な箇所をピック

アップできることから、忙しい仕事の合間にも活用が可能であります。 

かねてから地元の業界からは技能検定の合格率を向上させる対策について相

談を受けていましたが受検希望者を一同に集めて講習を行うことは困難であ

り、なかなか有効な対策がありませんでした。 

昨年の技能検定実施前に関係業界に対してＤＶＤ教材試作品の活用につい

て協力をお願いして受検者に利用してもらったところ次のような感想が得ら

れました。 

 

・普段の仕事とは進め方が違うところがあるので作業のポイントが解り易か

った。 

・工程ごとの時間配分が明示されていて作業スピードについて見直すことが

できた。 

・職場以外の空き時間を利用して活用できた。 

・チャプターごとに再生できるので、苦手箇所の確認を繰り返し行えた。 

・全体の流れがよく理解できたことで、時間配分を明確にして作業できた。 

 

初めて技能検定を受検する人にとっては、作業の進め方や仕上げの程度にと

まどう人が多く本来の実力を出し切れない方が少なくありませんが、ＤＶＤ教

材を活用することで有効な事前準備ができたという評価を多くいただきました。 

チャプター１３ ダイジェスト 
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昨年に続き、今年もＤＶＤ教材を業界に活用していただきましたが、両年とも

利用者全員が実技試験を合格する成果が上がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の教材開発を通じて関係業界からは技能の伝承やスキルアップに有効な

教材開発については今後も継続して行ってほしいとの要望が多く寄せられ、技

能検定関連では１級についても同様のＤＶＤ教材がほしいとか学科試験に対応

した教材はできないだろうかなどの意見が出てきています。 

今後とも職業能力開発に有効な教材の開発についてスタッフ共々取り組んで

いきたいと思います。 

 

金属塗装技能検定実技試験
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名刺作成マニュアル初級編 

 

１ 作成者 

  有賀 幹人（リゾートトラスト株式会社） 

  北沢 健 （リゾートトラスト株式会社） 

  松木 直己（リゾートトラスト株式会社） 

  鳥居 正隆（リゾートトラスト株式会社） 

 

２ 受賞の所感 

   「まことに、おめでとうございます」。中央職業能力開発協会から

の受賞通知は、私たちにとって予期せぬものでした。もちろん、日々

の業務をとおして、障害者スタッフにとって使い勝手がいいように

何度も修正を加えた教材です。現時点では、私たちが作り得るベス

トなものであるとは思っていました。 

複合サービス業に従事する私たちの行動規範はホスピタリティー。

具体的には、いかなる場合でも、相手の立場に立って、同じように

丁寧な対応をすることです。インターンシップ参加の大学生であろ

うと、特別支援学校の実習生であろうと、私たちは同じように対応

してきました。カリキュラム・教材づくりは、その一例にすぎませ

ん。 

私たちの職場には、職業訓練のプロはおりません。印刷のプロも

いません。といって、私たちサポートスタッフは教える立場です。

自分が分からなければ、他人には教えられません。作業工程を細分

化し、一つひとつ検証、組み立てなおした集大成が教材です。教材

を書き下ろすことで、私たちはマニュアルをメソッドの域に高める

ことに成功したともいえます。  

 

３ 教材作成の目的 

   私たちは、(公財)東京しごと財団が、(国立都営)東京障害者職

業能力開発校から受託した公共職業訓練を再受託し、年に２～３回、

訓練生を受け入れています。１回の訓練で受け入れる訓練生は６～

７名。多数の応募者があり、全ての方の要望に応えきれないのが現

状です。 

実習時間は 60 時間(2012/12/実施回から 90 時間)にすぎず、効率

的な運営が必要となります。また、サポートスタッフによって指導

方が異なることも避けなければなりません。さらに、サポートスタ
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ッフは異動を伴う本社組織の一員です。指導方は引き継がれるべき

貴重な財産であり、誰にでも分かりやすい形で残されるべきです。

名刺作成マニュアルを例にあげます。 

名刺作成は、障害者スタッフにとって、取り組みやすい業務と考

えられています。しかし、実際にチャレンジすると、その奥行きの

深さは想定を上回るものでした。私たちはこの３年間で、各１回で

すが、器械設備、ソフトを更新しています。名刺ソフト Flash Card

を導入した当時、名刺作成の指導にあたっていたのは東京総務課員

でした。その担当者も当然、ソフトメーカーが作成した仕様書をも

とに、教材を作成しておりました。『名刺作成マニュアル』の原型と

なっています。 

私たちの職場の業務は現在、事務系と清掃系に大別されます。そ

こで、このような課題を解決するため、訓練の工程ともいうべきカ

リキュラムと、それにリンクする教材、≪『働くこと』と会社のル

ール≫≪名刺作成マニュアル≫≪ベッドメイキング≫の３部作を作

成しました。いずれも、参考文献はありますが、上記４名の他、橋

本佳奈、梶山静子も加わったサポートスタッフ６名の書き下ろしで

す。その結果、障害者スタッフの家族や支援機関に対し、教材が職

場可視化のツールとなるという想定外の成果をあげることにもなり

ました。 
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４ 教材の概要 

 

 

  ≪名刺作成マニュアル初級編≫は 28 ページから成り、12 ページ

の別冊にしたフローチャート・基本レイアウトを見ながら読むこと

で、理解が進むように工夫を凝らしています。この教材は、上記カ

リキュラムにリンクして作成されています。ごく一部を抜粋したも

ので、ＰＣ入力補助が名刺作成にあたります。発達障害者、軽度知

的障害者スタッフ、特に、発達障害者スタッフを念頭に構成されて

います。 

 

   ☆教材の概要は次のとおりです☆ 

      【名刺作成フローチャート】 

①  名刺発注申請書をみる 

②  データ作成をする 

③  印刷する 

④  発送準備をする 

⑤  発送する    

各項目とも、３段階から５段階の工程に細分化され、写真を使い、

視覚に訴えるようにしています。 

 

1週目（5日間）

内容 内容 内容 内容 内容

目標 目標 目標 目標 目標

10:00 開校式 10:00 DM訓練 10:00 PC入力訓練 10:00 PDF訓練 10:00 名刺訓練

10:05 開講の挨拶（しごと財団・石田） 模擬訓練 DMの役割を説明 模擬訓練 PC操作の基本を学ぶ 模擬訓練 PDF操作の基本を学ぶ 模擬訓練 ソフトの説明

10:10 激励の言葉（センター長・青木） （梶山） 注意事項 （松木） 注意事項 （鳥居） 注意事項 （松木） 業務工程の説明

10:15 自己紹介 物品名の確認 ソフトの基本知識 基本動作 （勝又）

スケジュールの説明（北沢） ワード入力 書類の確認

10:30 障害者雇用 社会的要請としての障害者雇用 基本動作 エクセル入力 スキャニング 基本動作

11:00 (ｾﾝﾀｰ長・青木) 計測 チェック業務

マナー研修① 基本挨拶の練習

11:20 （北沢） 言葉遣い・敬語・ボリューム

12:00 座り方・立ち方・歩き方 12:00 12:00 12:00 12:00

12:50 施設見学（北沢） サンメンバーズホテル 12:50 DM訓練 12:50 PC入力訓練 12:50 PDF訓練 12:50 名刺訓練

サンメン（鳥居） ベッドメイク業務見学 （梶山） （松木） 個人別訓練 （鳥居） （松木）

14:00 移動時間込み （勝又）

注意事項（北沢） 入口、ロッカー、トイレ等

15:00 15:00 15:00 15:00 15:00

15:20 会社概要(松木) ホテルDVD鑑賞 15:20 挨拶の仕方 基本挨拶の習得 15:20 質問・報告 質問の仕方 15:20 ストレス ストレスと仕事 15:20 防災について 災害発生時の動き確認

事務支援センター内見学 （鳥居） 実践訓練 (北沢） 報告の仕方 (有賀) ストレスに負けないために (ｾﾝﾀｰ長・青木) 実践訓練

タイミング

身だしなみ・表情 第一印象の重要性 エレベータの利用 基本動作の習得 リラックスの方法 ストレスの発散 1週間のまとめ 学んだ内容の振り返り

目標 自己目標の作成 （橋本） 身だしなみの重要性 (北沢） 実践訓練 (橋本) DVD鑑賞 (ｾﾝﾀｰ長・青木) 目標に対する達成度

ストレッチ （北沢） 来週の目標設定

16:45 訓練日誌記入 訓練日報記入 16:45 訓練日誌記入 訓練日報記入 16:45 訓練日誌記入 訓練日報記入 16:45 訓練日誌記入 訓練日報記入 16:45 訓練日誌記入 訓練日報記入

着替え 着替え 着替え 着替え 着替え

17:00 終礼参加 17:00 終礼参加 17:00 終礼参加 17:00 終礼参加 17:00 終礼参加

4月13日　（金）

導入(清掃、事務合同) DM訓練・マナー研修 PC入力訓練 PDＦ訓練・ストレスの知識 名刺作成・防災の知識

4月9日　（月） 4月10日　（火） 4月11日　（水） 4月12日　（木）

名刺作成の基礎を身につける

昼食 昼食 昼食 昼食 昼食

業務の内容を知る/社会人としての基本 DM作成の基礎を身につける PC入力の基礎を身につける PDF操作の基礎を身につける

休憩 休憩 休憩 休憩 休憩

時間

場所

時間

場所

ＯＪＴ/5時間　　　Ｏｆｆ-JT/1時間時間

場所

ＯＪＴ／0時間　　　Ｏｆｆ-ＪＴ／6時間 時間

場所 場所

ＯＪＴ/5時間　　　Ｏｆｆ-ＪＴ/1時間

中会議室・サンメンバーズ東京新宿
事務支援センター第二

事務支援センター第一・第二 事務支援センター第一・第二

ＯＪＴ/5時間　　　Ｏｆｆ-ＪＴ/1時間

事務支援センター第一・第二

ＯＪＴ/5時間　　　Ｏｆｆ-ＪＴ/1時間

事務支援センター第一・第二

時間
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  【名刺基本ルールブック】 

□ 役職貼り付け位置ルール 

□ 氏名の文字枠の幅ルール 

□ 役職と名前の幅ルール 

□ ＩＳＯマーク・ＲＩＯＮマーク・ＪＡＴＡマーク貼り付けル

ール 

□ 東京・名古屋・大阪基本レイアウトのルール 
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５ 教材内容 

  発達障害者は言語表現やコミュニケーションを苦手とします。電

話中の上司に質問や報告をしてしまい、「場が読めない」と周囲から煙
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たがれることがしばしばあります。しかし、発達障害の違う特性を活

かすことが出来れば大きな戦力となりえます。発達障害者のなかには、

識字力や決められた PC 操作などの能力が高い人が多くいます。決めら

れた内容の仕事をコツコツ行う持続性は、障害を持たない人よりも高

いともいえます。決められた仕事を理解するために、自分で確認がで

き、質問を減らすことが出来るマニュアルは、重要なツールとなりま

す。 

知的障害者向けのマニュアルでは、漢字を少なくし写真等の視覚教

材を多く活用します。しかし、経験則から、発達障害者は漢字の読解

力は高く、逆にひらがなや振り仮名などがあると混乱をすることが想

定されました。このことを念頭に、発達障害者にとって分かりやすい

マニュアルにするための工夫が随所にいかされています。 

（１）フローチャート 

 フローチャートでは、工程分析を行い、①名刺発注書を見る ②デ

ータを作成する ③印刷する ④発送準備をする ⑤発送する、の５

パートに分けました。パートに分けることで、自分の行っている業務

が明確となり、「データ作成が終わりました」といった的確な報告がで

きるようになりました。発達障害の特性であるコミュニケーション障

害をカバーすることができたわけです。 

 
    ★サポートスタッフと障害者スタッフが職務内容で共通認識 

を持てるように、業務を段階的に細分化    

（２）各種ルール 

 名刺は、会社の顔とも、個人の顔とも呼べる必須のビジネスツール

です。そこで、名刺作成業務の導入時に、各部署で細かな取り決めが

無かった名刺のレイアウトを統一化しました。このことにより、新入

《ポイント》 

言語指示の統一 

 

申請書→内容の確認、データ検索

データ作成→入力、確認 

印刷→印刷設定、印字の確認 

発送準備→発送手順の確認 

発送→配送先の確認 



― 145 ―

社員や異動となった社員の名刺に関しても、名前、役職、メールアド

レスなどを変更するだけで対応が可能となりました。ここでも言葉の

意味合いの統一を図り、円滑なコミュニケーションに配慮しました。

㎜数表示を行うことで、作成時の迷いも無くなり、スムーズに業務が

遂行できるようになりました。 

 

    ★mm や cm などの具体的数値が効果的 

（３）器械操作については視覚を重視 

 ＰＣ操作と違い、器械の操作については視覚的に分かりやすく提示

しました。特に操作の工程を字面だけで覚えていると、思い込みによ

る工程飛ばしが、時に見られました。発達障害者の障害特性として、

思い込みによる工程飛ばし自体を忘れてしまうことが指摘されていま

す。器械の設定やボタン操作などについては写真を多用しました。 

 

    ★写真確認で工程の飛ばしを防止 

 

《ポイント》 

ルールを決める 

 

会社の統一レイアウト 

各言葉の意味を記載する 

左位置、上位置を決める 

㎜数を記載 

ルールがあり迷わず取り組める 

《ポイント》 

写真を使い視覚的に理解 

 

ボタン、紙の向きの位置 

番号順に動作し抜けを無くす 
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（４）注意点について 

 日々、業務に取り組むなかで、「間違いやすいポイント」が明らかに

なってきました。発達障害者の場合、何回も同じ質問をしてしまうと

いう障害特性が問題視されます。本人は、間違いがあってはいけない

という強い気持ちから質問を繰り返すのですが、サポートスタッフは

「何度教えても身につかない」と評価してしまう。初めから「間違い

やすいポイント」を意識することで、質問の回数を減らすことに成功

しました。 

 

    ★チェック項目で一人業務、正確性の向上 

 

６ 教材活用の効果 

この教材を使って職業訓練をして、当社に入社した発達障害者スタ

ッフの事例を紹介させていただきます。 

A さんは、60 時間の訓練中に業務を習得することができるようにな

りました。作業指示のみで正確な業務が可能となったわけです。質問

や確認が多かったＢさんは、教材を使うことで無駄な質問等が激減し

ました。早くも、名刺作成業務の中核です。発達障害者の雇用促進に

大いに寄与しています。 

《ポイント》 

同じミスや質問をピックアップ 

 

名刺作成時の最終確認 

自分からチェック 

 

間違いの無い業務遂行の実現 



― 147 ―

 

 

７ 受賞作品の利用方法（受賞者等へのコンタクト方法等） 

 リゾートトラスト㈱はＣＳＲ活動の一つとして、障害者雇用に積極

的に取り組んでいます。障害者雇用・リワーク推進センターは東京人

事総務部の１課と位置づけられています。現在は部長の進藤祥一がセ

ンター長を兼務しております。事務支援センターは名古屋本社と東京

本社にあります。なお、名古屋事務支援センターは人事部の１組織と

なっています。 

 公共職業訓練である委託訓練は、(公財)東京しごと財団から委託さ

れたものであり、実施するに当たってハローワーク渋谷専門援助第２

部門のご指導をいただいています。行政が持つ膨大な専門的知識と情

報を活用させていただくことで、特別賞（中央職業能力開発協会会長

賞）という大輪を咲かせることができました。まことに、ありがとう

ございました。 

 

 

《本件に関するお問い合わせ先》 

リゾートトラスト株式会社 

東京人事総務部 

障害者雇用・リワーク推進センター 

ＴＥＬ 03-6731-0132 

ＵＲＬ http://www.resorttrust.co.jp/ 
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平成２４年度職業訓練教材コンクール入賞作品一覧

○厚生労働大臣賞
特 選

阿部 弘之（東京都立多摩職業能力開発センター）

和知 直哉（東京都立城南職業能力開発センター）
作品名「設備施工系・配管基本実技作業シート」

入 選
隅野 省三（株式会社神鋼ヒューマン・クリエイト）
西海 信幸（株式会社神鋼ヒューマン・クリエイト）

作品名「技能検定機械組立仕上げ作業１級実技課題のカンとコツ」

入 選

高橋 史洋（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
国立職業リハビリテーションセンター）

作品名「交通費支払伝票入力」

入 選
海原 崇人（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構職業能力開発総合大学校)

城本 秀人（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構職業能力開発総合大学校)

櫻井 光広（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構職業能力開発総合大学校)
鈴木 良之（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構職業能力開発総合大学校)

星野 実 （独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構職業能力開発総合大学校）

作品名「実習教材設計マニュアル～初学者による金型製作～」

入 選
鈴木 茂樹（栃木県立県央産業技術専門校）

作品名「機械保全実習教科書（旋盤整備編）」

○特別賞
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長賞

小菅 孝一（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構北海道職業能力開発大学校)

作品名「木造住宅耐震診断『一般診断法』の事例による解説教材（例課題）」

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長賞
櫻田 修久（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

国立職業リハビリテーションセンター)

作品名「簡易帳票作成課題 添削ツール」

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長賞

小林 浩昭（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構職業能力開発総合大学校)

作品名「メカトロニクス実習教材（ＰＩＣ系、Ｈ８系）」
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独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長賞
乾 勝典 （独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構東北職業能力開発大学校）

中澤 直樹（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構東北職業能力開発大学校）

浅野 英樹（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構北海道職業能力開発大学校）

工藤 裕之（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構東北職業能力開発大学校）

伊藤 正昭（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構東北職業能力開発大学校）

井口 勝一（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

東北職業能力開発大学校附属青森職業能力開発短期大学校）

川村 協平（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構東海職業能力開発大学校）

作品名「離職者訓練用小型射出成形機シミュレータ」

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長賞
神足 昭男（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構徳島職業訓練支援センター）

奥村 耕平（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構徳島職業訓練支援センター）

作品名「エアコン取付実習台」

中央職業能力開発協会会長賞

一見 大輔（大阪府商工労働部雇用推進室人材育成課）
作品名「ラピッドプロトタイピングによる設計・製造

ソリューションへのアプローチ」

中央職業能力開発協会会長賞
山下 哲生（北海道立旭川高等技術専門学院）

吹谷 眞一（北海道立旭川高等技術専門学院）
作品名「木材加工『卓上小物入れ製作マニュアル』」

中央職業能力開発協会会長賞
脇 長泰 （奈良県立高等技術専門校）
宮田 秀夫（前 奈良県立高等技術専門校）

作品名「間違いやすい ひらがな・カタカナ」

中央職業能力開発協会会長賞

槇 明宏 （北海道立室蘭高等技術専門学院）
櫻井 義勝（北海道立旭川高等技術専門学院）

作品名「ＤＶＤ動画教材『塗装（金属塗装作業）技能検定２級実技試験解説』」

中央職業能力開発協会会長賞
有賀 幹人（リゾートトラスト株式会社）

北沢 健 （リゾートトラスト株式会社）
松木 直己（リゾートトラスト株式会社）
鳥居 正隆（リゾートトラスト株式会社）

作品名「名刺作成マニュアル初級編」
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写真は、平成２４年１１月１６日に行われた職業能力開発関係表彰式において、 

厚生労働大臣賞（特選）を梅村厚生労働大臣政務官より授与される阿部 弘之氏。 

 
あ と が き 

 
職業訓練教材コンクールは、厚生労働省、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構、

中央職業能力開発協会の共催により、職業能力開発論文コンクールと交互に２年に１度開催

しています。 
 公共職業能力開発施設、認定職業訓練施設や企業等で職業能力開発に携わっている指導員

をはじめとする方々が開発した教材のうち、優秀なものを讃えることにより職業能力開発関

係者の意識を啓発し、職業能力開発の推進とその向上に資するものとして、職業訓練教材コ

ンクールを実施しています。 

 平成２４年度の職業訓練教材コンクールにおきましては、７４点の作品の応募があり、雇

用失業情勢の厳しいなか、日々の業務に追われながらも職業能力開発の向上にため日頃から

教材を開発している方々の熱意と高い志が感じられました。 
今後、職業能力開発の重要性が増していくなか、今回編纂させていただいた平成２４年度

職業訓練教材コンクール入賞作品集が、日頃の職業能力開発の業務等において、広く職業能

力開発関係者の意識を啓発し、職業能力開発の推進とその向上の一助となることを願ってお

ります。 

今回応募を頂きました皆様方にお礼を申し上げますとともに、この作品集をお読みになら

れた方をはじめ多くの方から、次回のコンクールに応募いただけるようお願い申し上げます。 


